
ヒヤリハット事例に関するアンケート
――消防ヒヤリハットデータベース――

は、選択回答式の欄です。該当する項目のセルに「○」を記入してください。

は、自由回答式の欄です。セルに文章を記入してください。

１．ヒヤリハット体験の事例名称（本事例の名称）を20字から40字程度でまとめて下さい。

２．そのヒヤリハット体験の中心的要素はなんでしょうか？概略をご記入下さい。 

３．その原因・理由は何だと思いますか？ 

【そのヒヤリハット事例について質問します】
１．発生日時：

平成 30 年 7 月 10 日 [ 午前 ○ 午後 ] 14 時頃（大体で結構です）

２．発生した当時の天候

○ 晴れ 曇り 雨 雪 わからない

３．発生した活動現場は屋内外どちらですか、またどの様な場所ですか

屋内 ○ 屋外

　具体的に：

４．ヒヤリハット体験の種類はどれでしたか

○ 回答者が、自分自身で負傷しそうになった。

回答者が、他人を負傷させそうになった。

他人が、回答者を負傷させそうになった。

死亡していた（させていた）だろう

○ 重傷の怪我をしていた（させていた）だろう

軽傷の怪我をしていた（させていた）だろう
　 　

様式１

　以下の質問項目について、当該事例当事者か、担当者が聞き取りにより回答してください。

５．もし、このヒヤリハット体験が、実際の負傷事故の発生に至っていたとしたら、どの
程度になっていたと思いますか

【緊援隊】●●豪雨において、土砂崩れ発生現場での要救助者検索活動について

足場が悪く不安定な土砂崩れ現場での要救助者検索活動

土砂崩れによる軟弱な地盤面や、多数折り重なった倒木上での不安定な体勢で重量物を排除
しながらの要救助者検索活動となったことから転倒危険が極めて多かったため。

土砂崩れによる軟弱な地盤面及び多数折り重なった倒木上

【ヒヤリハット概要について質問します】



６．どのようなことが起きそうになってヒヤリハットしましたか

○ 墜落・転落 ○ 転倒 激突

飛来・落下ぶつにぶつかる ○ 崩壊・倒壊（に巻き込まれる） （機器等）巻き込まれ、はさまれ

○ 切り・こすれ ○ 踏み抜き おぼれ

高温・低温物と接触 有害物と接触 感電

爆発・破裂 交通事故 退路の消失、寸断

火傷・熱傷 ○ 腰痛

その他：

７．ヒヤリハット事例体験時の活動はどのようなものでしたか

火災 風水害等の災害 ○ 救助 救急 ［７－１を回答の上、８へ］

演習訓練 ［７－２を回答の上、８へ］

広報･指導 警防調査 火災原因調査 捜索 予防査察

誤報等 その他： ［８へ］

７－１（「火災」「風水害等の災害」「救助」「救急」と回答の方へ）活動のどの段階でしたか

出動準備 出動途上 現場到着 現場活動初期 ○ 現場活動中期

現場活動終了時 撤収 帰署途中 点検・整備

その他：

７－２（「演習訓練」と回答の方へ）どのような訓練内容でしたか

火災 救急 救助（通常時） 救助（大会に向けた） 水防

その他：

８．（７の活動中で）ヒヤリハットはどのような作業中に発生しましたか
○災害現場活動の場合
（火災）※火災の場合、[消火活動の対象物]と[活動内容]の２点についてお答えください。

[消火活動の対象物]
木造建物 防火造建物 耐火造建物 その他建物

林野 車両 船舶 航空機

その他：

[活動内容]
人命検索 指揮本部設定 水利部署 ホースえい航 ホース延長

部署・筒先配備 放水活動 水損防止 破壊活動 進入・退出

 開口部の設定及び解放 退路の確保 警備 現場広報

車両間の移動 火点間の移動 残火整理 再燃警戒 特殊車両の使用

資機材準備・撤収 その他（ ）

（風水害等の災害）

水防作業 その他（ ）

（救助）

 車両運行・部署 情報収集  資機材準備・撤収 救出準備作業

 進入・退出 ○ 人命検索・救出 応急救護処置 活動支援

○ その他： 土砂崩れ現場での安否不明者検索活動時の重量物排除作業



（救急）

応急処置 車両への収容 搬送中 病院へ引継

その他：

○演習訓練の場合
（火災）

ホース延長訓練 器具操作訓練 ポンプ隊訓練 航空機火災消火訓練

その他：

（救助）

降下訓練 渡過訓練 肩（腰）確保 登はん訓練

人てい訓練 高所救助訓練 低所救助訓練 濃煙中救助訓練

その他：

（救急）

救命処置 応急処置 搬送法

その他：

（その他）

水防工法訓練 準備運動 体力練成・測定訓練

その他：

○その他の活動の場合

その他：

９．ヒヤリハットが発生した状況を図示してください。
別ファイルとして作成し、ファイル送信時に合わせてご提供下さい。

ファイル名：

○当事者A

年齢[ 44 ]歳、 勤続[ 25 ]年、現場経験[ 17 ]年、 階級[ ]

初めて ○ 過去に１,２回程 数年に１度程度 １年に数度  頻繁

複数隊の隊長 車長 ○ 隊員 機関員 その他（　　　　　　） ）

○当事者B

年齢[ ]歳、 勤続[ ]年、現場経験[ ]年、 階級[ ]

初めて 過去に１,２回程 数年に１度程度 １年に数度  頻繁

複数隊の隊長 車長 隊員 機関員 その他（　　　　　　） ）

○当事者C

年齢[ ]歳、 勤続[ ]年、現場経験[ ]年、 階級[ ]

初めて 過去に１,２回程 数年に１度程度 １年に数度  頻繁

複数隊の隊長 車長 隊員 機関員 その他（　　　　　　） ）

○その他（当事者が４人以上の場合は、その他に回答）

同様の活動：

同様の活動：

任務　：

同様の活動：

任務　：

ヒヤリハット参考写真.xlsx

１０．ヒヤリハット体験当事者の属性、任務ならびに本事例と同様の活動を過去にどの程度実施
していたかご回答下さい。（回答者は当事者Ａ、現場経験年数は当該活動の隊に従事したトータ
ルの年数。）

消防司令補

任務　：



１２．同様のヒヤリハット体験は、これまでにどの程度の頻度で体験していますか。

・初めて体験した

○ ・これまでに１，２回程度体験している。

・数年に１度程度の割合で体験している。

・１年に数度程度の割合で体験している。

【そのヒヤリハットの直接的原因について質問します】

・情報入力に問題があった。（指示や助言が聞こえなかった。近くの隊員に気付かなかった等）

・状況判断に問題があった。（延焼の広がりが思ったより早かった等）

○ ・行動の意志決定に問題があった。（大丈夫だろうと思った。）

・行動の実行に問題があった。（誤った手順を取った等）

１１．ヒヤリハット発生の経過を記述して下さい。
　　　※「誰(何)が」は、質問１０の当事者Ａ～Ｃ等を使って回答して下さい。

誰(何)が なにをした その他・備考など

Ａ
活動場所が数回変わったが、同様のヒヤリ
体験を複数回体験した。

経過１

経過２

経過３

経過４

経過５

経過６

経過７

経過８

経過９

経過10

経過11

経過12

Ａ
土砂崩れ発生現場に到着し、活動内容の
指示を受けた（安否不明者の検索）

Ａ

Ａ

安否不明者は、生き埋め状態の可能性が
あるとの情報を得た

足場が不安定な場所で、障害物を排除しな
がらの検索活動に着手

軟弱な地盤面や多数の
倒木上での活動

Ａ
重量物（岩石）を人力で排除する際、足を滑
らせ転倒しそうになった

軟弱な地盤面や多数の
倒木上での活動

Ａ
重量物（倒木）を人力で排除する際、足を滑
らせ転倒しそうになった

軟弱な地盤面や多数の
倒木上での活動



【そのヒヤリハット発生時の状況について質問します】

○心理・体調について

ａ．あせりを感じていた

・早く、現場到着や、活動をしなければならないという“あせり”を感じていた。（ はい ○ いいえ）

・被害拡大が消防活動を上回っており“あせり”を感じていた。 （ はい ○ いいえ）

・周辺の野次馬などにより“あせり”を感じていた。 （ はい ○ いいえ）

ｂ．注意力が欠如していた

・１つの事象に集中し、他の事象への注意力を欠いた。 （ ○ はい いいえ）

・活動終息（鎮火等）や活動内容が些細だったため注意力を欠いた。 （ はい ○ いいえ）

・体調不良や疲れにより注意力を欠いた。 （ ○ はい いいえ）

ｃ．経験・知識が不足していた。

・活動内容が、自己の能力や技量を超えていた。 （ はい ○ いいえ）

・活動中に起こりうる危険について認知していなかった。 （ はい ○ いいえ）

・活動に対する経験が不足していた。 （ はい ○ いいえ）

ｄ．心身の不調があった

・体調が悪かった。 （ はい ○ いいえ）

・悩み事があった。 （ はい ○ いいえ）

○装備・資機材について

ｅ．資機材の故障・不具合があった。

・装備・資機材自体に問題があった。 （ はい ○ いいえ）

・装備・資機材の使用方法が誤っていた。 （ はい ○ いいえ）

・装備・資機材の対処能力を超えていた。 （ はい ○ いいえ）

・必要とする装備・資機材がなかった。 （ はい ○ いいえ）

○活動環境について

ｆ．障害物や自然環境（雨・濃煙）によって視界がさえぎられた。

・障害物（建物等）のため周囲の状況が見えなかった。 （ はい ○ いいえ）

・特異環境（煙、暗闇、降雨等）のため周囲の状況が見えなかった。 （ はい ○ いいえ）

ｇ．行動しにくい環境だった。

・狭隘な場所であった。 （ はい ○ いいえ）

・暑かった（寒かった）。 （ ○ はい いいえ）

・野次馬が多かった。 （ はい ○ いいえ）

・現場周辺の地理に不案内だった。 （ はい ○ いいえ）

ｈ．足場が悪かった。

・足元が躓いたり滑りやすかった。 （ ○ はい いいえ）

・足元の強度が不足していた。 （ ○ はい いいえ）

１．各問にあてはまると思う場合「はい」、あてはまらないと思う場合「いいえ」を選択して
下さい。
　　※必ず全ての設問に「はい」か「いいえ」を選んで下さい。



○指揮・管理について

ｉ．適切な指示が得られなかった（適切な指示を与えられなかった）。

・活動指示が得られなかった。（無線が通じない等。） （ はい ○ いいえ）

・指示内容に誤り・偏りがあった。 （ はい ○ いいえ）

・指示内容が実施困難であった。（周辺環境に、隊員技量の把握に欠けた。）（ はい ○ いいえ）

ｋ．関係者間の情報伝達・役割分担が不十分だった。

・隊員の連携が不十分だった。 （ はい ○ いいえ）

・隊員が不足していた。 （ ○ はい いいえ）

○その他

ｌ．その他の理由があった。 （ はい ○ いいえ）

　

２．怪我をするにはいたらず、ヒヤリハットで済んだのはどうしてだと思いますか？
（あてはまる項目すべてに○）。

・体力、反射神経等身体能力が優れていた ○ ・危険情報を把握、予見できた

・危険事象の対応方法を知っていた ○ ・集中力、注意力があった

・避難・退避がうまくいった ・資機材の機能が適切だった

・資機材の操作がうまくいった ・個人装備が適切だった

・周囲の視界が確保できていた ・足元の安全が確保できていた

・現場周辺の地理を知っていた ・指揮者が適切に指示した

・後方からの監視の目が行き届いていた ・他隊(員)との連携活動がうまくいった

・他隊(員)から適切な注意を受けた ・たまたま、事故にならなかった

○ ・その他 具体的に：

【そのほか】
１．その他、消防吏員の公務災害防止に関するご意見について、自由にお書き下さい。

　本事例について、全国消防本部で共有すべき有用な事例情報と判断された場合、さらに
詳しくお聞きすることがあります。（※事例情報についてお聞きするものです。事例情報
は、団体・個人等の情報を削除した上で、事例情報共有システムを通じて公開されること
もあります。）

他の隊員と互いに注意喚起をしながら活動に従事した



　　　　　◆平成３０年広島県豪雨災害に伴う緊急消防援助隊大阪府隊
 　　　　　　活動場所での安否不明者検索活動時のヒヤリハット体験

当該場所に生き埋め状態の可能性がある安否不明者の検索救助活動に従事。
活動現場は土砂崩れにより軟弱な地盤面のうえ、流されてきた多数の倒木や岩石が堆積しており、
活動に先立ち、これらの重量物を人力にて排除した後の検索活動への着手となった。

上記の状況から、足場が非常に悪いなかでの人力による重量物排除及び検索救助活動時における
スリップ転倒事故等のヒヤリハット事案が複数回発生したものである。

※以下、現場状況写真


